日記に ついて 



1 干 田國士 



私 はまた、 ひねくれた 精神 を も 愛する。 裏表が ある 

わけで はない のに、 裏表が ある やうに 見える 人物の 心 

の 動き は、 甚だ 微妙で ある。 ジュ ウル. ルナ アルと は、 

少年 「にんじん」 の 本名で あるから、 御存じの方 も あ 

ると 思 ふが、 彼の 生れながら ともい ふべき 孤独 さは、 

長ず るに 及んで、 幾多の 激しい 作品 を 生んだ が、 その 

日記 は、 就中 平然と は 読む に堪 へない ものである。 

二十 六 歳の 正月 二日、 かう 書いて ゐる。 

—— 髪 を 短く して ゐて も、 詩人に はなれる。 

詩人で あり、 しかも 家賃の 払へ る ものが ゐる。 

いかに 詩人と 雖も、 妻と 寝る こと は 差 支へ ない。 



詩人 も、 時として、 フランス語で 書く ことがある。 

二十 九 歳の 三月、 ポ オル. クロ オデルに ついて、 

—— だが、 どうい ふわけ で、 クロ オデル は、 一方 

で 「金の 頭」 とか、 「都市」 とかい ふ 風な もの を 書 

き、 一方で、 二 ユウ ョォク 副領事の 地位に ありつ 

くた めの 報告書み たいな もの を 書く の だら う？ 

芸術家 は、 祈る 時 も 飯 を 食 ふ 時 も、 同じで なけれ 

ばなら ぬ。 

三十 一 歳の 三月 

—— 皮膚に 皺の ない 一 人の 日本人が 私に いった。 

「初めは ョォロ ツバ 人 は どれ もこれ も 同じ やうに 



私 は 社長に 手紙 を 書いて、 こんな 稿料で は 餓ゑ死 

をして しま ふ。 餓ゑ死 をす るく らゐ なら、 仕事 を 

しない 方が まし だとい つて やる。 

こんな 愚痴 も あるかと 思 ふと、 

—— マァ テル ランク、 読者の 退屈 を 意に 介せ ず、 

なんでもな いこと をい つまで も 続ける 大作 品。 

ロス タン、 選ばれた る 人々 と 自任す る 俗衆の 

寺 人。 

3B ノ 

などと いふ 痛烈な 批評 も 交って ゐる。 

晚 年に 近づく に 従って、 この 日記 は 、文字通り 赤裸々 

となり、 言葉の 遊びから 遠ざかり、 厳粛な 魂の 声 を 聞 



くやう になる。 

四十 六 歳、 三月 I - 

—— モレアスの 死。 この 次 は 私の 番か？ 祖国に 

背き、 若干の 美しい 詩 を 書き、 そして 私 を 馬鹿 扱 

ひに した 詩人 だ。 

同、 四月 六日 

—— 昨夜、 起きよう とした。 からだが 重い。 片方 

の 脚が 外に 垂れて ゐる。 それで、 その 脚の 上から 

下へ、 一筋 流れて ゐる ものが ある。 踵まで 行った 

ら 決心 をせ ねばならぬ。 が、 それ はやが て 毛布の 

中で 乾いて しま ふだら う。 嘗て 「にんじん」 であ 



つた 時の やうに。 

ジュ ウル. ルナ アルの 日記 は、 ここで 終って ゐ る。 

( 一 九 三 五 • 一 ) 
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